
学科名： 平成30年3月31日

平成２９年度計画 平成２９年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 ＊上段は中間報
告、下段は最終報告

学部別に担当者を割り振り、来年度
に向けて利用案内マニュアルを作成
中である。
中国四国地区での委託状況を確認
し、各社のスキルについて調査中で
ある。

△ △

各学部用の利用案内マニュアルは4
月に向けて順調に作成している。
中国四国地区での委託状況について
も調査を進めている。現在のところ
費用対効果を考えると事務補助員の
活用のほうが本学の方式にはあって
いる

○ ○

館内整理日には常に研修を行ってい
る。11月からは遠隔研修を実施する
ことになっている。

○ ○

学内教員と連携した研修や国立国会
図書館の遠隔研修を利用した研修を
行った。職員の職務意識の向上には
つながった

○ ○

図書館サポーターと定期的に連絡を
とりながら、進捗状況や活動状況を
確認している。後期からは、各グ
ループごとに担当者を決め、サポー
ト体制を強化する予定である。

○ ○

図書館サポーターとは定期的にラン
チミーティングや交流会を行い自主
的活動の補助を行った。事業によっ
ては学生の集まりが悪いものもあっ
たが、おおむね事業を完了すること
ができ、次年度へ継続するものもで
きた。

○ ○

［特色ある取り組み］
学生自らが成長を実感できる教育
改革、充実した学生生活支援、新
たな価値を創出する地域連携活動
などを通して、本学の魅力や教
育・研究の質を高め、個性を磨い
て差別化を図るため、特色ある大
学改革を推進する。

就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 図書館事務室

中　期　目　標 中　期　計　画
　部局及び学科における２９年度計画と実行計画

計画達成状況
担当者
評価

学長
評価

［教育研究等環境］
教育の理念・目的を実現し、学生の
学修及び教員による教育研究活動
を必要かつ十分に行えるよう、教育
研究等環境の整備に関する方針を
明確にし、その方針に沿って学修環
境や教育研究環境を整備、適切に
管理運営する。

［大学運営・財務］
教育の理念・目的を実現し、大学の
機能を円滑かつ十分に発揮するた
めに、大学の運営に関わる方針を
明確にし、その方針に沿って明文
化された規程に基づき適切な大学
運営を行い、また、教育研究を支
援しそれを維持向上させるため
に、適切な事務組織を整備すると
ともに、絶えず職員の資質向上に
取り組み、必要かつ十分な財政的
基盤を確立して、大学運営を適切
に行う。

【平成２９年度大学・短大の主要事業計画と改革の重点事項】

図書館、学術情報サービスを提供するた
めの体制を整備し、機能的に運営する。

・学科学部の特質に合わせた利用者
教育ができるよう、マニュアル整備
を行う。
・委託業務の内容を検討し、図書館
運営の効率化を図る。

・学部学科別の利用案内マニュアル
を作成する。
・目録業務の委託化を検討するた
め、各社のスキルや金額について調
査する。

事務職員の資質向上に向けた研修等の
取り組みを行う。

常勤、非常勤の区別なく、図書館閲
覧業務が行えるよう、館内研修の充
実を図る。

館内整理日を利用した研修に加え
て、後期からは遠隔研修を導入す
る。

3ポリシーに基づく教養・専門教育カリ
キュラムの体系化とスリム化、主体的学
びによる教育の質転換、学生が成長を
実感できる教育改革の推進と教育力の
飛躍的向上により、魅力ある独自教育ブ
ランドを確立する。

学生協働を推進し、学生が図書に親
しみ主体的に学ぶきっかけづくりを
行う。

学生が中心となって行う、ブックハ
ンティング、図書館セミナーでのプ
レゼンテーション、読書会、ビブリ
オバトル、読み聞かせ会等行事の企
画、運営をサポートする


